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３：００ＰＭ～３：５０ＰＭ　会長・幹事会
４：００ＰＭ～５：３０ＰＭ　クラブ協議会
６：００ＰＭ～７：００ＰＭ　例会～ガバナー卓話

■ 開会点鐘　■ ロータリーソング「手に手つないで」斉唱

第4回（通算1282回）例会

会長あいさつ

　渡邉公平ガバナーをお迎えし
て先ほど会長幹事会、クラブ協
議会を無事に終了いたしました。
公式訪問が滞りなく予定通りの
時間に終了しましてほっとしてお
ります。年次報告計画＆年次報
告書は伊藤重幸さんに監修して

いただき、昨日完成しまして皆さんにお渡しすることができまし
た。渡邉ガバナーと初めてお会いしたのはPETSの前の2月
20日で、勿来RCさんにメークアップさせていただいた時に今日
着用している赤いネクタイを頂戴しました。渡邉ガバナーは美
容室を経営されているそうで、笑顔の素晴らしさに感動しまし
た。今日は楽しいお話を伺えることと思います。昨日から公式
訪問がスタートしたばかりですが、すでに郡山の4クラブを回ら
れたそうです。大変お忙しい日々 が続くことと思いますが、健
康に留意されて頑張っていただきたいと思います。今日はガ
バナーからお祝いをいただきました。ありがとうございます。
　イギリスではロイヤルベビーが誕生するというおめでたいこ
とがありましたが、郡山でもおめでたいことがありました。郡山
市のマスコットキャラクター「がくとくん」が、日本百貨店協会が

主催するご当地キャラ総選挙で東北1位を獲得して東北代
表になったそうです。なお全国1位を決める投票は7月25日が
締め切りだそうですので、ぜひ皆さんもインターネットによる投
票をして応援していただきたいと思います。
　来週30日(火)は例会変更で午後6時30分からつぼみの家
での納涼家族パーティーです。

高縁　勝一

幹事報告
例会変更
◎7/24(水)郡山西北RC→6：30PM～
　クラブフォーラム（森倶楽部）
◎7/24(水)郡山アーバンRC→7：00PM～
　ガバナー公式訪問（ホテルハマツ）
◎7/25(木)郡山南RC→6：00PM～
　ガバナー公式訪問・出航パーティー（ホテルハマツ）
◎7/29(月)郡山北RC→6：30PM～
　納涼会（姑娘飯店）

川名　修一　幹事

ガバナー卓話

　昨夜は福島グローバルRCを
訪問いたしました。四つのテスト
を日本語と英語で毎週唱和され
ているそうです。四つのテストは
「超我の奉仕」と「最もよく奉仕す
る者最も多く報われる」の行動指
針となる大事なものであると思い

ます。高縁勝一会長という素晴らしい会長が生まれる陰には
村上秀元直前会長からのつながりがあると思います。アメリ
カ先住民の本の“Native American”に人間のつながりにつ
いての言葉が出てきます。私達人間は自然の中の1動物であ
るということを認識することが大事であるとその本で学びまし
た。高縁会長の思いが年次計画書に出ていると思います。ク
ラブ協議会での親睦活動委員会のお話の中で「家族の協
力が非常に大事である」と言われました。私もそのことを痛切
に感じております。私が現在あるのは家内の力が非常に大き
かったと思います。私は結婚して51年ほどになります。旅行し
た時にホテルの部屋にあった本をたまたま読んでおりましたら
「婦女子には金目の物を与えよ」と書いてありましたが、11月7
日の結婚記念日にはこれまで色々な物をプレゼントしてきまし

た。いつも喜んでくれましたが、一番うれしいのは花束であっ
たと思います。「百万本のバラ」という歌が流行った頃にバラ
の花をあげた時のかみさんの笑顔は今も忘れられません。
　1981年にメルボルンで国際大会がありました。その頃、高
校生だった娘がドイツの女の子と文通をしており、ドイツに留
学したいということになってＩＣＹＥという国際キリスト留学協
会の組織に面接に行きました。ロータリーの交換学生と同じよ
うに、どこかの国から学生を迎え入れなければなりませんでし
た。外国人を迎え入れた経験はありませんでしたが、娘の行
き先はデンマークに決定し、迎え入れる子はオーストラリアか
ら来ることになりました。このことが縁で、オーストラリアのメル
ボルン国際大会にガバナー経験者などそうそうたるメンバー
と一緒に行くことになりました。通訳として来たお嬢さんはディ
ズニーシーを立ち上げるためにロスアンゼルスから派遣され
て人材教育に当たった人でした。シドニーの空港にはロータ
リアンに交じって交換学生として来日して帰国した子供たち
が迎えに出ていて、再会を喜んで抱き合っている様子は素晴
らしい感激的なシーンでした。私が受け入れたタスク・ノエル
さんの家に1日だけお邪魔しました。オーストラリアに着いたば
かりでしたので食事は分厚いステーキが出るだろうと期待し
ていたのですが、その家での食事は質素でした。でもその後
に行く先々でステーキが出され続けた時に、ノエルさんの家
での食事が思いやりによるものだったと分かりました。
　交換留学の制度には難しいものがあると思います。私たち
はその後2001年8月にカナダから来た高校生を受け入れまし
た。同じ年にメキシコから来た子とオリエンテーションで会って
とても仲良くなり、一緒に旅行に行くので泊まりに来たいと言
われましたが、来日して3カ月間は付き添いなしには移動でき
ないという規則がありました。私の娘が面倒を見るということ
で子供たちの願いを叶えることができました。2010-11年にメ
キシコから来たブレンダさんは難病を患っていましたが、平
RCのホストファミリーが対応したことにより無事に受け入れを
終了することができました。一般の家庭では対応できなかっ
たのではないかと思います。新世代は私たちの未来であると
いうことで、交換学生はこれからも取り組んでいきたいプロジ
ェクトであると感じます。今年海外に行くのは5名の学生で、2
名が終了しました。高校生として親善大使を務められてそれ
ぞれ無事に帰国しました。青少年の新世代の事業はすぐに
効果が現れるものではありませんが、継続することが大事で
あると思いますので、ぜひ初心を曲げないで良いと思ったこ
とは皆さんと一緒に活動を続けてまいりたいと思っております。
ご清聴ありがとうございました。

渡邉　公平　ガバナー

2013～2014年度
国際ロータリーテーマ



会員数
30名

出席者数
30名

欠席者数
0名

出席率
100.00％

前回修正率
86.67％

前々回修正率
90.00％

■ 出席報告

  ビジター
◎渡邉公平ガバナー
　土屋繁之中央分区ガバナー補佐（郡山アーバンRC）
　長尾　勉中央分区幹事（郡山アーバンRC）

  他クラブ出席者
◎7/21(日)地区行事　森合三郎さん

  ロータリー財団委員会報告　古山英夫ロータリー財団委員長
◎高縁　勝一さん（ガバナーの笑顔が最高です。）
◎小橋　達夫さん（ガバナーようこそ。）
◎土屋　晴夫さん
　（渡邉公平ガバナーご指導よろしくお願い申し上げます。）
◎挽野　喜孝さん（ガバナー公式訪問に感謝。）
◎村上　秀元さん（ガバナー訪問を歓迎して！）
◎大川原利信さん・川名　修一さん・森合　三郎さん
◎矢吹　智喜さん・横田　三郎さん・古山　英夫さん

  米山記念奨学会委員会報告　大平裕孝米山記念奨学会委員長
◎高縁　勝一さん・矢吹　智喜さん・伊藤　幸夫さん
◎大平　裕孝さん

  スマイルＢＯＸ委員会報告　鈴木　聡出席・スマイルＢＯＸ副委員長
◎土屋　繁之ガバナー補佐・長尾　勉中央分区幹事（本日は
　渡邉公平ガバナーのクラブ公式訪問のためお邪魔いたし
　ました。今年一年よろしくお願いいたします。）
◎伊野　勝彦さん（渡邉公平ガバナー、土屋繁之ガバナー
　補佐を心より歓迎します。）
◎挽野　喜孝さん（渡邉公平ガバナー本日の公式訪問感謝
　申し上げます。）
◎溝井　宇一さん（ガバナーをお迎えして！）
◎小橋　達夫さん（ガバナー訪問を祝って。）
　伊藤　重幸さん・遠藤　道行さん・小野塚昇一さん
　川島　　忠さん・慶徳　孝一さん・小針　　勉さん
　鈴木　　聡さん・土屋　晴夫さん・根本　克則さん
　村上　秀元さん・矢吹　智喜さん・横田　三郎さん

ー閉会点鐘

　昨夜は福島グローバルRCを
訪問いたしました。四つのテスト
を日本語と英語で毎週唱和され
ているそうです。四つのテストは
「超我の奉仕」と「最もよく奉仕す
る者最も多く報われる」の行動指
針となる大事なものであると思い

ます。高縁勝一会長という素晴らしい会長が生まれる陰には
村上秀元直前会長からのつながりがあると思います。アメリ
カ先住民の本の“Native American”に人間のつながりにつ
いての言葉が出てきます。私達人間は自然の中の1動物であ
るということを認識することが大事であるとその本で学びまし
た。高縁会長の思いが年次計画書に出ていると思います。ク
ラブ協議会での親睦活動委員会のお話の中で「家族の協
力が非常に大事である」と言われました。私もそのことを痛切
に感じております。私が現在あるのは家内の力が非常に大き
かったと思います。私は結婚して51年ほどになります。旅行し
た時にホテルの部屋にあった本をたまたま読んでおりましたら
「婦女子には金目の物を与えよ」と書いてありましたが、11月7
日の結婚記念日にはこれまで色々な物をプレゼントしてきまし

た。いつも喜んでくれましたが、一番うれしいのは花束であっ
たと思います。「百万本のバラ」という歌が流行った頃にバラ
の花をあげた時のかみさんの笑顔は今も忘れられません。
　1981年にメルボルンで国際大会がありました。その頃、高
校生だった娘がドイツの女の子と文通をしており、ドイツに留
学したいということになってＩＣＹＥという国際キリスト留学協
会の組織に面接に行きました。ロータリーの交換学生と同じよ
うに、どこかの国から学生を迎え入れなければなりませんでし
た。外国人を迎え入れた経験はありませんでしたが、娘の行
き先はデンマークに決定し、迎え入れる子はオーストラリアか
ら来ることになりました。このことが縁で、オーストラリアのメル
ボルン国際大会にガバナー経験者などそうそうたるメンバー
と一緒に行くことになりました。通訳として来たお嬢さんはディ
ズニーシーを立ち上げるためにロサンゼルスから派遣されて
人材教育に当たった人でした。シドニーの空港にはロータリ
アンに交じって交換学生として来日して帰国した子供たちが
迎えに出ていて、再会を喜んで抱き合っている様子は素晴ら
しい感激的なシーンでした。私が受け入れたタスク・ノエルさ
んの家に1日だけお邪魔しました。オーストラリアに着いたばか
りでしたので食事は分厚いステーキが出るだろうと期待して
いたのですが、その家での食事は質素でした。でもその後に
行く先々でステーキが出され続けた時に、ノエルさんの家で
の食事が思いやりによるものだったと分かりました。
　交換留学の制度には難しいものがあると思います。私たち
はその後2001年8月にカナダから来た高校生を受け入れまし
た。同じ年にメキシコから来た子とオリエンテーションで会って
とても仲良くなり、一緒に旅行に行くので泊まりに来たいと言
われましたが、来日して3カ月間は付き添いなしには移動でき
ないという規則がありました。私の娘が面倒を見るということ
で子供たちの願いを叶えることができました。2010-11年にメ
キシコから来たブレンダさんは難病を患っていましたが、平
RCのホストファミリーが対応したことにより無事に受け入れを
終了することができました。一般の家庭では対応できなかっ
たのではないかと思います。新世代は私たちの未来であると
いうことで、交換学生はこれからも取り組んでいきたいプロジ
ェクトであると感じます。今年海外に行くのは5名の学生で、2
名が終了しました。高校生として親善大使を務められてそれ
ぞれ無事に帰国しました。青少年の新世代の事業はすぐに
効果が現れるものではありませんが、継続することが大事で
あると思いますので、ぜひ初心を曲げないで良いと思ったこ
とは皆さんと一緒に活動を続けてまいりたいと思っております。
ご清聴ありがとうございました。
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